
 

情報学部 システム数理学科  

教育研究上の目的 

 本学科は、論理的思考力、コミュニケーション能力、多様な視点に根ざした一般教養及び情

報倫理を修得するとともに、２１世紀の共創社会において価値を生み出し、問題を解決するた

めのシステム数理の確固たる基礎知識及び実践力を備えた人材の育成を目的とします。 

教育目標 

本学の教育目標及び本学科の教育研究上の目的等を踏まえ、本学科では、共創社会において新し

い価値創出や問題解決を行う際のモデリングのためのシステム数理を基軸として、システム開発を実践

できる情報システム技術者を育成することを、教育の目標としています。 

あらゆる分野で高度かつ複雑な情報システム技術が利用される現在においては、真に役立つ、人と

社会を結び社会を発展させる情報システムを創造することが必要です。学生が職業人として社会に向

き合う心得を身に付け、これからの共創社会への対応を図っていくための情報システム技術者として、

数理的素養やシステム開発力はもちろんのこと、コミュニケーションによる相互連携力や責任感、倫理

観も涵養する必要があります。 

本学科では、上記を体系的に修得させるために、「システム数理科目」、「情報共創科目」、「問題解

決科目」といった科目群に科目を適正に配置し、情報システム技術者に必要な能力を養うことを教育目

標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本学科の教育課程において、卒業要件単位を取得した者は、次に掲げる知識、教養、能力を身に

付けていると判断され、学士（情報学）の学位が授与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）人文・社会・自然・人間形成に関わる様々な問題を分析・統合する論理的思考力を身に付けてい

る。 

（２）倫理的視点で物事を捉える能力を身に付けている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）国際的視点で物事を捉える能力を身に付けている。 

（２）コミュニケーション能力と技術力に裏付けられた問題解決を実行する能力を身に付けている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）問題の本質を整理し表現するシステム数理に関する能力を身に付けている。 

（２）情報に関わる幅広い専門知識を有し、それらをもとに他者との共創に活かす能力を身に付けてい

る。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本学科では、社会の諸問題を主体的・創造的な思考力で解決し、数理技術やシステム技術の発展

に寄与できる人材を育成するため、システム数理科目、情報共創科目、問題解決科目の３つの科目群

を用意し、以下に示した方針で教育課程を編成しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）社会人の素養としての人間や社会に対する理解力、あるいは他者とのコミュニケーション能力を獲

得するために、人文・社会系の科目、外国語科目、初年次ゼミナール「FYS」及びキャリア形成科目

等を教養科目として開講しています。 

（２）様々な問題を分析・統合する論理的思考力及び問題の本質を整理し表現するシステム数理に関



 

する能力を修得するための科目群として、システム数理科目を編成しています。 

（３）情報に関わる幅広い専門知識及びそれらをもとに他者との共創に活かす能力を修得するための科

目群として、情報共創科目を編成しています。 

（４）国際的視点や倫理的視点で物事を捉え、コミュニケーション能力及び技術力に裏付けられた問題

解決を実行する能力を修得するための科目群として、問題解決科目を編成しています。 

２．教育の方法と評価 

（１）演習・実験科目の充実や特別演習・卒業研究を通して、少人数制の丁寧で双方向の教育を実現

し、基礎並びに発展する内容の理解に基づいて思考する態度を養います。 

（２）単位制度の実質化を図るため、成績評価の方法及び基準を明確化し、成績評価を厳格化してい

ます。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学教育によって培う能力 

（１）本学科は、共創社会を担う情報システム技術者に求められる情報学、数学の強固な基礎及び自在

な応用力を身に付けた人材を育成します。 

 

２．本学科の求める入学者 

（１）高等学校卒業程度の数学、英語、国語等の基礎学力を有して、新しい勉学の場で自主的・積極的

に学ぼうとする明確な目的意識と学修意欲を持つ人 

（２）情報学を専門的に学び、修得した考え方や知識を社会に応用しようとする目的意識と学修意欲を

持つ人 

（３）情報学やシステム技術に対する強い興味と探究心を持ち、これらについて深く研究する意欲を有

する人 

 

３．高校までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）本学科では多様な入学試験を実施することにより、高等学校での学習を通じて大学での学びに必

要な基礎学力と論理的思考力を身に付け、また、情報学及びシステム数理に対する強い関心と高い学

修意欲を持つ学生を受け入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


